
卯辰山開拓録より（明治二年刊行）

慶応三年前田慶寧が命じて卯辰山を開拓し市街を
設け、養生所、招魂台、産物集会所、撫育所等を
開いた。図は当時の天神橋や帰厚坂が画かれている。
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講 話 予 定

２月２５日（木）
夜間例会
招龍亭にて

３月４日（木）
ロータリー梅林見学

　１２日（火）　金沢８ＲＣ新年合同例会　ホテル日航金沢にて
　２１日（木）　１月定例理事会　　　　　松魚亭にて

 １月クラブ日誌

　第1740回例会
　１月２８日（木）雨　　12：30 ～ 13：30　　松魚亭

１．講　話
　コミュニケーション・コーディネーター　高　妃希　氏
　「もてる男の１０ヶ条」
２．出　欠
　出席３２名　欠席２６名
　出席率５８．１８％　ビジター３名
３．来訪者（敬称略）
　金沢東ＲＣ　諸江賢二
　金沢南ＲＣ　石野　茂
　百万石ＲＣ　谷伊津子
ニコニコボックス
　安宅君、汐井君、畠君、辻君
　　　　　本日の講師に、高ゆき氏をお迎えして。お話を楽しみ  
　　　　　にしています。
　玉田君　先月、七人目の孫が誕生しました。
　辻君　　先週、初孫（内孫）が誕生しました。

合計９，０００円（累計４２３，０００円）

　第1741回例会
　２月４日（木）雪　　12：30 ～ 13：30　　　松魚亭

１． 講　話
　ＴＯＴＯ（株）北陸支社　商品技術課長　金子泰章　氏
　「いまのトイレ事情」
２．出　欠
　出席３４名　欠席２２名　
　出席率６１．８２％　ビジター１名
３．来訪者（敬称略）
　金沢南ＲＣ　新保弾次
４．幹事報告
　・米山奨学生、アミナ・サラワトさん来会
５．皆出席顕彰（敬称略）
　２６ヶ年　越田和好　安宅雅夫
　　８ヶ年　横井清治
　　４ヶ年　瀧川眞人　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６．お誕生日祝い（敬称略）

　１０日　中川茂樹
　２４日　松平敦實
　２９日　山上公介　　　　　　
７．ご結婚記念日祝い（敬称略）
　　４日　中田龍一　
　２３日　松平敦實
　２５日　横井清治
　２６日　中村芳明　
ニコニコボックス
　講師　金子様より
　　　　　本日、お話をさせて頂きます。
　安宅君、汐井君、辻君
　　　　　ＴＯＴＯの金子様をお迎えして、お話を楽しみにしてい
　　　　　ます。
　畠君　　トイレを考える機会を与えて頂き、感謝して。
　越田君、安宅君
　　　　　２６年と、いつの間にか意識しないままに経過いたし
　　　　　ました。これからも宜しくお願いします。同期入会です。
　瀧川君　はや４年が経ちました。今後とも、宜しくお願いします。

合計３０，０００円（累計４５３，０００円）

  理　事　会　報　告
  　　　　平成２２年１月２１日（木）　出席者１３名

◆審議事項
　①年忘れ会決算報告
　②半期決算報告
　③２月夜間例会の件
　　２月２５日（木）１８時　招龍亭にて　会費：６,０００円
　④ハイチ地震義捐金の件
　　地区としては取りまとめないので、各クラブで対応する
　⑤ロータリー梅林のマーク塗装直し　予算４万円
　　３月４日（木）ロータリー梅林見学例会とする
　◆協議事項
　　①米山功労者の募集につとめる
　　②四つのテストについて
　◆その他
　　①東京小石川ＲＣ
　　・２月５日（金）表敬訪問をする
　　・５月２０日（木）来沢予定（夫人同伴約５０名）
　　　当クラブのお昼の例会を、夜間例会に変更してお迎えする。
　　　②善行生徒表彰
　　　表彰式：２月１９日（金）駅西健康ホール「すこやか」
　　　当クラブがホストなので、安宅会長が出席する

　第1739回例会
　１月２１日（木）雨　　12：30 ～ 13：30　　松魚亭

１．講　話
　年男「今年の抱負」
　会員　本岡三千郎君、桜田鉄次君
２．出　欠
　出席３８名　欠席１９名
　出席率６９．０９％　ビジター４名　　　　
３．来訪者（敬称略）
　金沢西ＲＣ　辻　　卓　田中　薫
　みなとＲＣ　林　靖生　通善一洋
ニコニコボックス
　安宅君、汐井君
　　　　　年男の本岡さん・桜田さんのお話を大変楽しみにして
　　　　　います。
　本岡君　年男で、話をしますので。
　桜田君　年男、還暦を迎えました。宜しくお願いします。

合計６，０００円（累計４１４，０００円）
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金沢北ロータリークラブ会長テーマ 「ぶらず、らしく。」 
何ごとにもロータリアンぶらず。 

しかし、ロータリアンらしくあれ。 

R. I 会長 　 ジョン・ケニー 2009-2010年度国際ロータリーテーマ 

THE  FUTURE  OF  ROTARY  IS  IN  YOUR  HANDS 「ロータリーの未来はあなたの手の中に」 

　３月のロータリー例会の木曜日、１５分間の会員による持ち回

り卓話の当日、事務局から電話があり、もう一人の方が都合に

より欠席になったので、貴方に３０分の時間を差し上げますので

喋って下さいと言われました。

　もともと、相手のことを思うと断らない（断れないのが本当

かも）たちなので、相手方もよっぽど用事があったに違いない。

時間を私に譲ってくれたんだと思い、そのような事を例会で話

したら、広報から、断らない、何でも全て受け入れる、そんなら、

広報誌の原稿も書いてと頼まれ、元来書くことが余り負担にも

ならないので、気持ちよく引き受けることにしました。

　皆様方のご意見や叱責をいただければと思います。

＜ロータリーでも断れない、断らない＞

　２０００～２００１年度、本岡三千郎先輩が会長を引き受けられ

たときに、私の会社まで本岡様が来て行かれました。

　わし、会長せんといかんことになった。畠お前、幹事引き受

けてくれんか。そんな金沢弁丸出しでしたが、私から見れば、

この本岡会長はきっと、私の前にだれか意中の方に幹事のお願

いに行って断られたのかも知れない。

　ここで、私が逃げたら男でない。いずれ因果応報で私もそん

な身に遭うと思い引き受け、本岡さんの下で役割を全うできれ

ばと思った記憶があります。

　お互いに、限られた時間の中でロータリー活動をしています

ので、お互いに協力し時間は自分で作らなければと思いました。

　そんな気持ちになれたのも今までの経験からの反面教師かも、

それは、３０数年前に小学校の育友会の会長をさせて頂いたとき、

副会長のお願いに奔走し大変苦労したことがありました。

　みんな、誰かのために立てればと思ってしているはずなのに、

権利ばかりを主張し、義務を果たそうとしない人も、昔はたま

にいました。

　私の前任の育友会会長は、宴会の費用を全部自分で出してい

ましたが、私が会長を引き受けてから、全て割り勘にしました。

　大変な抵抗がありましたが、会長が費用を持ち出すから、サ

ラリーマンが会長をできない。サラリーマンでも会長が出来る

ようにとの願いをこめて、反対を押し切って全て宴会費用は割

り勘で実施しました。チャンスはみんな平等でないと、何時も

思っています。

＜７年前に胃癌の摘出を＞

　若いときからの不摂生か、仕事のストレスか、もともと体力

がなかったのか今となっては知る由もありませんが、７年前に

胃癌の４分の３を摘出しました。

　家族も、会社の人も、友人も皆、非常に心配をしてくれました。

毎日忙しいから、少し休んで休養せよとの天の声と思い、病院

では、医師に体の全部を任せようと決心し、何の疑いもなく医

師を信頼し、治療に専念し完治致しました。

　病気になっても、全てプラス思考で考えようと努力していま

す。

　今、５０肩で苦しんでいますけど、これも何かの運命と割りきっ

ています。

　病気もまた、受け入れる度量が必要かも。

＜不況もまた良し＞

　一昨年９月１５日、アメリカを震源地とした直下型地震が日本

経済に大きな打撃を与えています。

　景気は、時計の振り子と同じ、下がった分だけまた、上がる。

不況こそ次の飛躍のチャンスであると思います。

　こんな時に経営資源を何に集中させるべきか、次の景気の波

に乗るために今、何をすれば良いのか。思えば不況もまた良し

と楽しんでいます。

　不況時には却下照願を！

＜自分の生き方にこだわりを＞

　人、それぞれに生き方が違います。生き方はその人の哲学だ

と思います。生き方が違うのは、もって生まれた家庭環境も違

うから当然でしょう。

　しかし、人間の生き方で共通したものが非常に多いと思いま

す。

　他人に迷惑をかけない、約束を守る、嘘をつかない。これら

は生きていく上で、社会生活を営む上で、最低限のルールだと

思います。担雪埋井の精神で、日々修練向上して行きたいと願っ

ています。

　倫理を大事にする報徳の精神を、追い求めたいものです。

＜自己客観化＞

　木の股から生まれた人は、誰もいません。みんな両親がいます。

１０代遡れば、凄い数のご先祖がいます。

　時間があったら計算してみてください。何しろ膨大な数です。

　その中で、１０代前のご先祖様は一人でもかけていたならば、

今の自分はこの世に存在していません。人は会うべき人に必ず

引き会わされる、それも１秒早くもせず、遅くもせず。

　一期一会、ご縁を大切に、相手の人格を認め、相手から学ぶ

姿勢をもって、今を一生懸命に生きる、自分を客観的に見れる

生き方を今後ともして行きたいと日々思っています。私に頂い

た字数は１８００字と伺っています。

　この辺で終わりにさせて頂きますが、ご縁のあったロータリー

仲間と一年間切磋琢磨して、世のため人のために活躍したく思

います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感謝

断らない性格か  断れない性格か

畠　　善　昭

私の「金沢町づくり持論」

佃　　　一　成

　住みよい都市でこそ、経済は発展する。私が言いたいのは、

都市の力と地域経済についての持論です。

　金沢の都市には、もっと力がいる。何か物足りない。例えば、

金沢大学への通学道路です。私は、あの角間キャンバスへ、度々、

行く機会があります。あそこの学生は可哀想です。自転車に乗っ

て坂道を登る。冬は、雪でスリップします。片道一車線の道路

で自動車がスリップしたら、どうなるのか？あそこに、新交通

システムをつくってあげなければいけないと思います。商工会

議所でも、私は提案しているのです。ＮＥＤＯという国土交通省

の外郭組織で、三両編成で無人にもなるし有人にもなる新交通

システムが開発されています。その一号導入都市に挑戦しては

どうか。石川県庁から金沢駅を通って香林坊までを無人運転、

後は、当分一般道路で有人運転します。ただ、金沢駅から香林

坊までの間は、地下道にすることで、車輪はタイヤとなり、鉄

道道路を引かなくても良く、道路だけをつくります。無人にも

有人にもできます。それで毎年、少しずつトンネルを延ばして

いく。総ガラス張りの無人タイヤトレインをつくって金大まで

通す。将来は高架化にする。そして、北陸大学、星稜大学、金

沢工業大学、先端大学院大、いしかわ動物園、さらには、小松

空港まで延ばします。そうすれば、金沢の町が変わると思います。

これは、電気など新しいエネルギーシステムです。

　この金沢には、大学や高専の学生、教職員の方々が約５万人

います。５万人の方が中心市街地に住んだら、金沢の町は、一

気に活性化するのではないでしょうか？中心市街地に下宿した

学生には、１ヶ月３万円くらいの下宿奨学金を出す。それは出

世払いで良いのではないか。そうすれば、片町、香林坊、竪町は、

元気が戻ってくるはずです。町の中を活性化するカギは、これ

です。

　人間には、動脈、静脈、神経、心臓などの臓器という身体に

は必要なライフラインがありますが、金沢の町には、しっかり

としたものが無い。乗り合いバスだけです。市民の多くは、日

常生活に充分利用せず、通勤、通学が主な利用システムです。

買い物、観光、美術館、図書館、スポーツ、市役所などに用の

ある時などに利用しやすい交通インフラの整備の必要性が今こ

そ、必要な時期です。

　過日、南町、下堤町が町名復活しましたが、その町の住民は

数人で、都心には住民がほとんど住んでいない状況です。とこ

ろが、ここには上水道、下水道、電気、ガス、図書館、美術館、

市役所、百貨店などのお店も、近くに全部整っています。町の

中には、融雪、消雪装置もあります。そこには、誰も住んでい

なく、田んぼの真ん中に団地を作って、下水道、上水道、電気、

道路など、全てのインフラをつくり、無駄なお金を使っている。

雪が降ったら、ラッセル車で除雪もしなければならない。金沢

の街中に住めば、そんなことはしなくても良い。なぜ、街中に

住まないのでしょうか？宝の持ち腐れのように思えてなりませ

ん。そして、街中から大学へ通えばよい。そんなことを、私は

思うのです。

　金沢のまち全体を新交通システムの通ったショールームにす

るのです。金沢に行ったら、あのかっこいい総ガラス張りの新

交通システムに乗り、桜が咲いた石川門から三両編成総ガラス

張りの車両が小立野の大学病院、美大を通って、金大キャンパス、

北陸大学へ行きます。かっこいいと思いませんか。そうすれば、

金沢大学や多くの大学へは良い人材が集まるでしょう。そして、

金沢の旧市街地に下宿すれば、毎月３万円程の奨学金がもらえ

る。金沢へ行って、勉強をしようという気になる人が多くなる

はずです。

　今は、もりの里から金大キャンパスまで片道一車線です。雨

や雪の降っている日に自転車で傘をさし、あの坂道を登ってい

く学生さんを見ると、胸が痛くなるのは、私だけでしょうか？ 

　金沢の中心市街地に若い人が集まって、「金沢が好きだ」「第

二の故郷は金沢だ」と言いながら、再び、金沢に何度でも戻っ

てきてほしいものです。世界都市とか、クラフト創造都市とか

評価されていることは嬉しいが、町の機能性、使い勝手はとて

も悪い。乗り合いパスだけでは、何か物足りないように思いま

す。例えば、平和町に行くにはどこを通って行くのか？香林坊

からか、本多町経由なのか、途中のプロセスが全く分かりません。

目的地だけでは、何時に着くのか分からない。

　地方の経済活動について考えてみると、いま話題の道州制に

ついて、私は絶対に反対です。東京、大阪、名古屋、札幌、仙台、

広島、福岡などのみの発展で、日本がグローバル化の競争には

勝てません。今、日本で大切なのは県庁所在地です。青森、秋田、 

福井、富山、金沢など多くの県庁所在地の真ん中が全部シャッ

ター通りになったら駄目なのです。日本列島改造論ではありま

せんが、私に言わせていただくと、これは県庁所在地改造論です。

都市の真ん中を  活性化しなければ、日本の国は沈没です。

　花は色、人は心。人が仕事を作り、人がまちをつくります。

人の存在しない所には町は良くなりません。人がいないところ

で企業は発展しますか？ロボットだけで企業は経営できません。 

だから、金沢の町、富山や福井の都市を絶対にシャッター通り

にしないことです。予算がないから小さい政府にするため道州

制にする。工夫のない話で小さい政府で、国民が幸せになれま

すか？むしろ、みんなが活性化された町に住んで、ものすごく

生き生きと生きていく。そして、郊外にはお花畑です。かなざ

わの郊外は田園風景です。町の中は賑わいます。  私は、そんな

金沢こそ、他界から認められると思っています。   


